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イベントレポート

伝わる写真を撮ろう！イベント撮影時の極意を学ぶ

●イベント撮影は「誰かのための記録」

人に伝わる写真をとる時に意識すべきなのは「撮った写真が誰かのための記録になる」というこ

とです。伝わる写真を撮ることは難しいですが、意識するだけでもかなり変わるので挑戦してほ

しいと講師の坂下さんは言います。それに加えて、今回は色温度を学びました。人物撮影では

フィルターを覗いて肌色に近い色に設定することでポートレートが上手く撮れるそうです。

●講評するときも、褒めあって良いポイントを見つけよう

講座間に行った遠足の写真を見ながら、坂下さんに講評してもらうチームと、さらにその様子を

撮るチームに分かれました。講評時間はみんなで褒め合います。「他の人の写真を見るのは勉強

になる」「横の写真もいいけど、縦で撮る練習をすると幅が広がる」「プロの写真と自分の写真

を見比べたい」等の感想がありました。最後は記念にみんなで集合写真を撮りました。

まなびのトルク『目指せ地域カメラマン コミュニケーションを楽しむカメラ教室』第4回

日時 2023年6月13日(火)

場所 珈琲とコインランドリーのお店。ハレ
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